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0.0.0.0.はじめにはじめにはじめにはじめに    
常時接続Ｐ２Ｐ通信／ユビキタス時代では、

あらゆるツール／デバイスが活用可能であり、
ネットワークを介したコミュニケーション頻度
や幅も拡大する。一方、これに加え、迷惑メー
ルや盗聴による個人情報漏洩等も大幅な増加傾
向にある。このような中で、あらゆる時、あら
ゆる場所で、不快感を伴わない（邪魔されな
い）安心できるコミュニケーション環境提供が
一層重要となる。本論文では、１対１通信及び
グループ通信において人と人の対人距離の考え
を導入し、個人情報の秘匿性・透過性の制御及
びアドレス管理、通信制御により、安心できる
コミュニケーションの実現手法について提案す
る。 
 
１．距離感の必要性１．距離感の必要性１．距離感の必要性１．距離感の必要性    
１．１１．１１．１１．１    背景背景背景背景    
携帯電話や家庭へのインターネットの普及に

伴い、通話やメール、チャットなど、様々な手
段でネットワーク（以下、NW）を介したコミュ
ニケーションが増大している。チャット等にお
いては、その匿名性等から新しい人との出会い、
また新しい人との気兼ねないコミュニケーショ
ンが実現されている。また、特に親しい人との
間では、通話やメールは距離を感じさせず、よ
り親密感をもたらす重要なコミュニケーション
手段となっている。 
一方、NW 上にて本人の意図／同意せずアドレ

スが流用されたり、携帯電話などの類推可能な
アドレスに起因して迷惑メールが増大し、メー
ルに対する不快感や情報漏洩の不安感も大きく
なっている。また、特に電子メールは非即時的
であり、不特定多数の送信者から送信者の都合
で送りつけることができるため、受信者が必要
な情報を抽出するという時間的な負担を強いら
れる。 

これに対して、受信者が複数のアドレスを関
係により使い分けたり、ブラックリストやホワ
イトリスト等の固定的なフィルタリングなどを
利用したりして、特定の人とのコミュニケーシ
ョンが図れるような固定的な対応を行っている。 
インターネットでは距離的な制約がなくなっ

た反面、不特定多数からのコミュニケーション
を受け等の不快感や不安感を伴う要因となった
とも言える。 
 
１．２１．２１．２１．２    距離感の適用距離感の適用距離感の適用距離感の適用    
あらゆる時／場所で接続可能なユビキタス環

境の実現に伴い、コミュニケーションのツール
や場所、相手などの幅がより広まることから、
不快感や不安感を排除し、安心してコミュニケ
ーションを実施できる環境が一層望まれる。 
実世界における安心してコミュニケーション

を実施できる枠組みとして、対人距離が広く知
られている[1]。これは、相手との親密さ等の関
係から物理的に許容できる距離を定義している。 
そこで、距離的な制約がなくなったインター

ネットにおいて、実世界と同じ距離感が必要に
なることが既に論じられていたり、情報メディ
アを距離空間として整理した論文も発表されて
いる[2][3]。 
本論文では、不快感を軽減し、安心したコミ

ュニケーションを実現する一つの手法として、
NW を介したコミュニケーションに距離感を適用
するための考え方を提案する。 
不快感を緩和することにより、コミュニケー

ションが活性化され、新しい人とのコミュニケ
ーションの促進が図れることが期待できる。 
 
２．距離感の適用方法２．距離感の適用方法２．距離感の適用方法２．距離感の適用方法    
一般的な対人距離では、大きく４つの距離

（スペース）が定義されており、このスペース
を越えたコミュニケーションを図ると人は不快
に感じる。そこで、人と人との通信における安
心できる距離としても、同様に４つのスペース
を定義する。 
NW を介したコミュニケーションにおいては、

コミュニケーションを確立するための相手の情
報（アドレス等）、及びコミュニケーションを
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実行するための通信制御の大きく２つの要素が
ある。そこで、通信におけるスペースでは、距
離の近さを “アドレス等の個人情報の開示/保
護の度合い”、 “配信の近さ”と定義する。表
１に距離毎の通信上の定義、図１に距離感が NW
にて実現されたイメージを示す。 
 

表１ 通信上の定義 
距離

名称 

実際の

距離 

イメージ 通信上の定義 

密接
距離 

0～
45cm 

直接身体が触
れ合う距離 

・状態がよく見える 
・すぐにつながる  

個体
距離 

45～
120cm 

少し動けば相
手に手が届く
距離 

・個人を意識してやりとりできる 
・通常通りつながる 

社会
距離 

120～
360cm 

視覚的接触を
保てる距離 

・隠れられ、やりすごせる 
・関係に基づきやりとりする手段
をもっている 

公衆
距離 

360～
700cm 

逃げたり、近
づくこともで
きる距離 

・身元を明かさずやりとりできる 
・近づいたり、拒絶することもで
きる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 距離感のイメージ 
 
NW を介したコミュニケーションに距離感を適

用するため、距離感の要素を抽出し、これをア
ドレスを含む個人情報の開示／保護、通信制御
へ対応させる。 
 
３．距離感の要３．距離感の要３．距離感の要３．距離感の要素素素素    
対人距離は、実世界と同様に、心情や状況の

変化により変化することが考えられる。そこで、
４つの距離をベースに以下の要素抽出を行う。 
・ 各距離の特徴に基づく要素 

・ 一次元・多次元的距離を実現する要素 
    
３．１３．１３．１３．１    各距離の特徴に基づく要素各距離の特徴に基づく要素各距離の特徴に基づく要素各距離の特徴に基づく要素    
（１） 密接距離 
物理的な距離と同様、非常に近くに感じられ、

相手の視覚的状態がわかり、コミュニケーショ
ンも即座にとれると定義できる。そこで、本ス
ペースにおいては以下のような手段が必要とな
る。 
・個人情報の開示／保護 
身近に感じる手段、実世界と同等の個人情報
の開示 

・配信制御 
即時に配信可能とする手段 

 
（２） 個体距離 
個体を意識できるほどの信頼関係が存在し、

信頼関係の根拠となる情報や暗黙のルールが共
有されており、そのルールに即した配信が行わ
れると定義できる。例えば、お互いを理解しあ
った対等な関係では、対等な情報共有、情報交
換が望まれ、尊敬などが伴う師弟関係では、当
該尊敬する分野に関して師に情報を開示するこ
とを可能とする。そこで、本スペースにおいて
は以下のような手段が必要となる。 
・個人情報の開示／保護 
ルールの開示手段、共有情報（個人情報）の
開示手段 

・配信制御 
ルールに基づく配信制御 

 
（３） 社会距離 
社会的な関係等の特定の関係が成り立ち、相

手の存在を認識できる情報のみ開示し、儀礼的
な一時的なやりとりが行われると定義できる。
例えば、付き合いのあまりない遠い親戚のよう
に、失礼はないが打ち解けていない間柄では、
関係の維持が目的となる。そこで、本スペース
においては以下のような手段が必要となる。 
・個人情報の開示／保護 
個人情報隠蔽手段 

・配信制御 
呼応に基づく期限・緊急度対応配信制御 

 
（４） 公衆距離 
殆ど相手に情報は開示しない匿名による通信、

もしくは役割演技として演じている架空の人物
としての通信であり、自分の都合にあわせて配
信が行われると定義できる。但し、匿名である
場合には匿名ゆえの危険性があることも報告さ

 

母 
家族、親友 儀礼的 

知人 
信頼でき
る知人

未知の
送信者

距離感 

密接距離 公衆距離個体距離 社会距離 

NW

論理的イメージ 

物理的イメージ 
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個体個体個体個体親密親密親密親密 社会社会社会社会 公衆公衆公衆公衆
距離感距離感距離感距離感

        親密親密親密親密

通常通常通常通常

仕事中仕事中仕事中仕事中 

育児中育児中育児中育児中 
（通常）（通常）（通常）（通常）

個体個体個体個体 
親密親密親密親密 

個体個体個体個体 

公衆公衆公衆公衆 
社会社会社会社会 

流動的な距離感流動的な距離感流動的な距離感流動的な距離感    
気分や感情の変化気分や感情の変化気分や感情の変化気分や感情の変化によって発生によって発生によって発生によって発生

信頼信頼信頼信頼
没頭中没頭中没頭中没頭中 

電車内／病院内電車内／病院内電車内／病院内電車内／病院内 
親密親密親密親密 

立
場
の
変
化

立
場
の
変
化

立
場
の
変
化

立
場
の
変
化  気分・感情の変化気分・感情の変化気分・感情の変化気分・感情の変化    

役割の変化役割の変化役割の変化役割の変化  

流動的な距離感流動的な距離感流動的な距離感流動的な距離感  
立場立場立場立場に応じて異なるに応じて異なるに応じて異なるに応じて異なる

非対象な距離感非対象な距離感非対象な距離感非対象な距離感  
相互間相互間相互間相互間で異なるで異なるで異なるで異なる 

流動的な距離感流動的な距離感流動的な距離感流動的な距離感    
役割や人毎役割や人毎役割や人毎役割や人毎に応じて異なるに応じて異なるに応じて異なるに応じて異なる

個人スペースの確保個人スペースの確保個人スペースの確保個人スペースの確保    
自分だけの時間も必要自分だけの時間も必要自分だけの時間も必要自分だけの時間も必要 

不均一な距離感不均一な距離感不均一な距離感不均一な距離感    
状況によって異なる状況によって異なる状況によって異なる状況によって異なる 

個体個体個体個体 

親密親密親密親密 

個体個体個体個体 

 

れている[4]。そこで、本スペースにおいては以
下のような手段が必要となる。 
・個人情報の開示／保護 
信用付き匿名性確保、個人情報代替開示手段 

・配信制御 
受信者配慮型 
 
３．２３．２３．２３．２    一次元・多次元的距離を実現する要素一次元・多次元的距離を実現する要素一次元・多次元的距離を実現する要素一次元・多次元的距離を実現する要素    
距離感は、同一人物に対して、感情的な変化

のみならず、置かれている状況などに伴い変動
すると考えられる。また、人によって感じる距
離感は異なる。このような変動や相互の距離感
を実現する要素も考慮しなければならない。距
離感について抽出した考慮すべき６つの要素を
以下に、当該イメージ例を図２に示す。 
・ 非対象な距離感 
・ 流動的な距離感 
・ 不均一な距離感 
・ 多重的な距離感 
・ 個人スペースの確保 
・ 距離感の維持 

 
（１） 非対象な距離感 
相互で距離感が異なる。例えば、一方が相手

を親密な距離と位置付けていても、相手からは
儀礼的な距離と位置付けられていることがある。 
当該距離感の相違の隠蔽／開示は、個人の選

択の余地を含め必要な機能となる。 
 
（２） 流動的な距離感 
その時々の役割やその人が置かれている地位

や状況、気分や感情の変化により距離感が異な
る。更に、同様な立場にいても、人毎にその解 
釈が異なる。例えば、就業時間帯とそれ以外で
は立場が異なり、終業時間では仕事に関するコ 

図２ 考慮すべき距離感のイメージ例 

ミュニケーションが優先され、就業時間帯以外
ではプライベートが優先されるべきである。 
心理学的に明らかになっている対人関係に関

するプロセスとインターネットにおける匿名性
による対人回避の容易性や視覚・聴覚的情報の
欠落等に伴う対人情報が限られるという特徴を
基に、公衆距離から密接距離への流れの例を図
３に示す[4]。 

 
図３ 公衆距離から密接距離への流れ 

 
(a)公衆距離の未知の人 Bに対して、Aが知り
えた Bのアドレス等からの断片的な情報から個
人的な経験に基づく相手のパーソナリティ像を
つくりだす（暗黙のパーソナリティ観）。この
際、相互の共通点（類似性）が多いほど、相手
との付き合いが長くなること（環境条件）が予
想されるほど相手を好ましく感じる。(b)好まし
いと感じた場合には、好意の印象を示すメッセ
ージを Bに送信すると相手 Bの Aに対して好意
の印象を持つ。(c)更に、自分自身に関する情報

を他者に対して言語を介
した伝達（自己開示）を
相互に行い、これを循環
することにより信頼関係
を結んでいく。尚、ここ
での自己開示は相手との
親密度や状況に応じた内
容としなければならない。
(d)ひいては内面的な情
報を自己開示しあえる親
密な関係までに発展する
可能性がある。(e)その
一方、一方的な自己開示
やそのタイミングを誤る

要因要因要因要因A

Bに対する暗黙のに対する暗黙のに対する暗黙のに対する暗黙の

パーソナリティ感パーソナリティ感パーソナリティ感パーソナリティ感

A B

Bに対するに対するに対するに対する

断片的な情報断片的な情報断片的な情報断片的な情報

Aに対する暗黙のに対する暗黙のに対する暗黙のに対する暗黙の

パーソナリティ感パーソナリティ感パーソナリティ感パーソナリティ感
好意好意好意好意

少しずつ適切な自己開示少しずつ適切な自己開示少しずつ適切な自己開示少しずつ適切な自己開示

要因要因要因要因B

Bに対する具体的に対する具体的に対する具体的に対する具体的

なパーソナリティ感なパーソナリティ感なパーソナリティ感なパーソナリティ感

Aに対する具体的に対する具体的に対する具体的に対する具体的

なパーソナリティ感なパーソナリティ感なパーソナリティ感なパーソナリティ感

信頼感信頼感信頼感信頼感

要因要因要因要因A：：：：類似性、明確な動機類似性、明確な動機類似性、明確な動機類似性、明確な動機

要因要因要因要因B：：：：類似性欠如類似性欠如類似性欠如類似性欠如

深刻な自己開示深刻な自己開示深刻な自己開示深刻な自己開示

Bに対する確固たるに対する確固たるに対する確固たるに対する確固たる

パーソナリティ感パーソナリティ感パーソナリティ感パーソナリティ感

Aに対する確固たるに対する確固たるに対する確固たるに対する確固たる

パーソナリティ感パーソナリティ感パーソナリティ感パーソナリティ感

要因要因要因要因B

要因要因要因要因B 親密感親密感親密感親密感

要因要因要因要因A増大増大増大増大

信頼感信頼感信頼感信頼感

要因要因要因要因A増大増大増大増大

自己開示の自己開示の自己開示の自己開示の
適切な内容適切な内容適切な内容適切な内容

不適切な自己開示不適切な自己開示不適切な自己開示不適切な自己開示

コミュニケーション終了コミュニケーション終了コミュニケーション終了コミュニケーション終了

(a)

(b)

(e)

(c)

(d)

(f)

(f)

(f)

類似性類似性類似性類似性
要因判要因判要因判要因判
定定定定

自己開示の自己開示の自己開示の自己開示の
タイミングタイミングタイミングタイミング
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と対人関係が破綻する可能性がある。(f)また、
相手との共通点（類似性要因）が少ないことが
分かっていくと、お互いに離れていく傾向にあ
ることも分かっている。 
このようなモデルに基づき、以下のような機

能を通信に適用する必要がある。 
・ 目標に即した／対等な個人情報開示(自己
開示) 

・ 個人情報開示タイミング制御 
・ 類似性要因判定（マッチング） 

 
（３） 不均一な距離感 
周りの環境的な状況によって変動する。例え

ば、バスの中や病院の中での携帯電話の利用を
制限されるように、マナーを守る場合の距離を
実現する必要がある。 
 
（４） 多重的な距離感 
複数の状態を兼ね備えた場合も考えられる。

本距離感については多重性の有無や多重性の組
み合わせについて、今後検討が必要である。 
 

（５） 個人スペースの確保 
自分だけの時間も確保する必要がある。 
例えば、何かに集中したい場合に自分の部屋

に行くように、望めば自分の空間にいくことが
できるという安心感も必要となる。 
 
（６） 距離感の維持 
人によって距離的な間合いをとるのと同様に、

コミュニケーションの取り方及び相手に期待す
るコミュニケーションが異なる。当該コミュニ
ケーションが維持されることにより、安心して
コミュニケーションが図れる。これらの距離感
を維持するための侵害予防、侵害検知、排除手
段が必要となる。 
例えば、関係を超えたコミュニケーション、

迷惑メール等のような未知の関係の人から親密
な人と同様なコミュニケーションが取られない
ような仕組みが必要となる。 
 
４．通信への距離感の適用４．通信への距離感の適用４．通信への距離感の適用４．通信への距離感の適用    
３章の距離感の要素に基づき、距離感をアド

レス管理及び通信制御（接続／配信制御）によ
って実現する手法を記す。 
 
４．１４．１４．１４．１    アドレス管理アドレス管理アドレス管理アドレス管理    
アドレスは個人情報の一つであり、各距離や

目的により扱いが異なる。例えば、公衆距離で
は匿名性が望まれるが、対人関係の進展を期待

する場合には、暗黙のパーソナリティを形成す
る上で適切なアドレスが望ましい。また、関係
が破綻した場合に容易に破棄できることも必要
となる。このような観点から以下のアドレス付
与、アドレス運用にて距離感を表す。 
（１）アドレス付与 
・匿名アドレス…使い捨てのアドレス 
・目的アドレス…社会的な関係のような特定の
目的／関係を表す固定的なアドレス 

・流動アドレス…関係／距離の流動性の高い人
との間でやりといりするアドレス 

（２）アドレス運用 
アドレス自体が距離を表現／アドレスと距離

を対応のいずれかで運用も異なる。流動的なア
ドレスの場合には、相手にアドレスを意識させ
ないための仕組みが必要となる。また、不適切
な人にアドレスを使用された場合にアドレスを
変更したり、不適切な人のアクセスを排除する
ことも必要となる。 
    
４．２４．２４．２４．２    通信制御通信制御通信制御通信制御    
通信制御にて、各距離や状況に応じて以下の

制御を行う。 
（１）接続制御 
・ メディア選択 

（２）配信制御 
・ 配信内容制御 
・ 配信タイミング制御 

 
５．まとめ５．まとめ５．まとめ５．まとめ    
人と人のコミュニケーションにおける実現手

法として、距離感の定義及び距離感に必要な要
素の抽出を行った。 
今後は、当該要素を基に各課題の検討を行い、

距離感を HumanML 等の記述言語にて規定するこ
とにより試作及び検証を実施する。 
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